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論文の要約 

 

論文の構成 

 論文は全９章で構成されている。 

第１章では, 論文全体の課題設定（「問題の所在」）として, 日本の大企業におけるイノ

ベーションが閉塞状態にあることから中小企業に期待することを説明した。第２章におい

ては, 課題設定を明確にするため中小企業の状況を説明した。第３章においては, 中小企

業タイプによる分析を明確にするためタイプごとによる開発の進むべき方向を議論した。

第４章では, 先行研究のレビューを行い, 既存の理論の組み合わせで, 中小企業による共

同でのイノベーションのメカニズムを説明できそうな要因を洗い出す作業をしている。第

５章では, 分析の方法論として事例分析で検証できるように, 分析のフレームワークを整

理している。第６章では, 単独でイノベーションを起こした企業の事例分析を行い, その

影響要因を検証している。第７章では, 共同でイノベーションを起こした企業の事例分析

を行い, その中にある影響要因を洗い出すためにメカニズムを検証している。第８章では, 

共同でイノベーションを起こした企業の分析をさらに深めるために, アンケートとインタ

ビュー調査を行った。第９章では, 全体の考察を行い, 結論として, 中小企業におけるイノ

ベーション, とくに共同で行う場合を説明するモデルの検証を確認した。 

 

 各章ごとの要約は次の通りである。 

 

第１章 序論 

第１章では, 論文全体の課題設定（「問題の所在」）として, まず, 日本の研究開発費など

の状況が世界のトップクラスに位置するにもかかわらず, 大企業におけるイノベーション

が企業収益には繋がっていない状態にあることを説明した。そして,国の地方経済活性化政

策の中で, 地域に立地している中小企業に対しては, 期待がもたれていることを示した。

中小企業は，その組織が小さいという特徴から事業範囲や経営資源が限定されている。し

たがって，中小企業の活性化を考える場合に，「経営資源を補完できる仕組み」を考慮する

ことが効果的であると考えられる。また，企業間ネットワークによる知識共有がイノベー

ションに効果的と考えられる。さらに、論文全体の構成を紹介している。 

 

第２章 中小企業の経営課題 

第２章では, 課題設定を明確にするため中小企業の経営課題を整理している。中小企業

は規模の小ささゆえに, 経営戦略, 組織の面で弱いところがある。まず, 中小企業白書

(2015)が指摘する「小規模の壁」を紹介している。つぎに, その理由として戦略経営, 組

織能力の観点から議論した。 
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第３章 中小企業の進むべき方向性 

第３章においては, 中小企業の分析課題を明確にするためタイプごとによる開発の進む

べき方向を議論した。本章の議論をまとめると，地域の中小企業間では，企業間ネットワ

ークによる知識共有が効果的と考えられる。一般的な経営資源の補完には有効でプラスに

なる可能性がある。ただ，個別戦略に関しては，その企業のコアコンピタンスにかかわる

ことであるので，実現までに到達すべき項目は多く, 地域の企業間では相互の原材料・部

品の取引という垂直的な協力の他に，相互の支援業務面での協力関係が可能である。とく

に，ライバル関係に無い地域の中小企業間の場合では，リスクは少なく得られる情報が多

岐にわかるために，有効であると考えられる。したがって，首都圏の TAMA 地区の中小企

業の事例に見られるように，オープンな経営資源の共有化の可能性は大きい。一方，中小

企業の技術開発や戦略構築に関しては，個別的な競争力の発揮の部分にかかわるので，オ

ープンな形ではなくて，パートナーを選別した形での情報共有化が徐々に進行していく可  

 

第４章 先行研究として理論面での検討 

第４章では, 先行研究のレビューを行い, 既存の理論の組み合わせで, 中小企業による

共同でのイノベーションのメカニズムを説明できそうな要因を洗い出す作業をしている。

これは事例分析を行うのに先立ち, 関連する理論を確認したことになる。独自開発の事例

では, 創業時における成功要因として競争優位が必須であり, 成長期における成功要因と

して RBV の視点を加えるものとする。共同開発の事例では, オープン・ノベーションの議

論を中心にするが, プロジェクトのメンバーを見つけるまでは候補は極力オープンに, メ

ンバーが決まったら他者とは一線を画してクローズに, ただ, メンバー内では情報提供は

オープンにといった適用が妥当と考えられるので, 分析フレームワークにするものとする。

開発組織における知識創造がおこなわれ, 開発そのものが成功するか否かが重要であり, 

や KM(特に SECI モデル)を基礎になる理論と考えて議論を行い, 「場」と「リーダーシッ

プ」を取り上げた。さらに, オープン・イノベーションには, 今までのオープン・イノベ

ーションに関する先行研究のサーベイから, 相互間の「信頼(trust)」が重要である。また

中小企業の経営資源のうち研究に必要な「資金」は大きな課題である。こういったことを

考慮した「修正版：オープン・イノベーション」を, 考慮する必要が有ることを明らかに

した。 

 

第５章 具体的な事例にかかわる先行研究 

  第５章では, 分析の方法論として事例分析で検証できるように, 分析のフレームワーク

を整理している。最初に紹介した事例は, いずれも, 相互間で知識共有が行われて, 新し

い知識の創造が行われている。とはいえ, 商取引や役務の契約の範疇の中での知識共有で

あるといえる。個々の企業の知識が, 企業の境界を通過する場合に, コントロールを効か
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せることが可能である。また, 知識創造の成果については, 商取引や役務の契約などに織

り込み済であるといえる。地域の同業者同士の事例では, 知識創造の成果は, 無形のもの

であり, 参加メンバーには知識や経験として残すことが可能である。中小企業の複数組織

間で共同開発では, 影響要因が多くなる。クラスターの知識創造における影響要因は, 示

唆に富むが, クラスターそのものを議論しており, 個別の企業レベルにおける影響要因に

落とし込む必要が有る。大企業や異文化組織における組織的知識共有における「場」と「リ

ーダー」の役割, そして, 企業の境界をこえる共同開発であるので, チーム構成にかかわ

る要因として「信頼（trust）」を考慮すべきであろう。そして,「資金」は必須である。 

 

第６章 単独開発の事例：ローカル企業内  

第６章では, 単独でイノベーションを起こした企業の事例分析を行い, その影響要因を

検証している。ここでは, 中小企業による単独開発による知的創造に注目した。事例の３

社とも「創業時当初」そして, 「事業展開（躍進）時」においても, イノベーションと顧

客満足は, それぞれ, 確認できた。現在の３社はともに「事業展開（躍進）時」のヒット

製品があったことから, 上場企業（もしくは同等の企業規模）となっているが, 自社の技

術だけで製品を開発するという基本思想は変化がない。さらに「最近の状況」については, 

状況によって, 必ずしも自社技術だけというわけではないことは注目される。 

 

第７章 企業間協力の事例：ローカル企業外 

第７章では, 共同でイノベーションを起こした企業の事例分析を行い, その中にある影

響要因を洗い出すためにメカニズムを検証している。中小企業による共同開発による知的

創造に注目した。企業の境界を超えて，取引先，協力企業，同業者間での協力関係におけ

る KM に焦点を合わせて，４つの事例を紹介した。この中で, ４つの要因, すなわち, 場

(place), 信頼(trust), 投資資金(investment fund), リーダーシップ(leadership)が, 

成功要因であろうという仮説をもうけて, 事例４件で確認することを試みた。概ね４つの

要因で説明が付きそうであり, 仮称 OPTIL (open innovation’s place with trust, 

investment, and leadership)パラダイムでまとめられた。 

 

第８章 共同開発についてのアンケートとインタビュー調査 

第８章では, 共同でイノベーションを起こした企業の分析を行うために, アンケートと

インタビュー調査を行った。４つの要因で説明できる確度はさらに高まった。 

 

第９章 全体の考察と結論 

第９章では, 全体の考察を行い, 結論として, 中小企業におけるイノベーション, とく

に共同で行う場合を説明するモデルの検証を確認した。 


